











Three Steps of the Development of the Pedagogy as a Science 







































科学としての教育学は，ヘルバルト （Herbart,J. F., 1776 1841）の著書「一般教育学』に
よって初めて確立された， と一般に認められている。しかし，そこでは， 教育学は教育者にと
って必要な科学であることは力説しているが，教育学はいかなる科学によって成立する科学で




ら借用する。」 と述べている。理念とは，彼にあっては 「実践的イ デー 」（praktische !dee) 








































(Stoy, K. V. 1815 1885）である。また，目的は倫理学，方法は心理学を基礎とし，それを
いっそう深化したのはヴァイツ（Waitz,T. 1821 -1864）である。あるいはライ ン（Rein,W. 
1847 -1929）のように，ヘルバルトの本質的部分は修正しなかったが，時代的要求に適合せし
めようとして，教育学を構成する基礎科学（Grundwissen-schaften）として倫理学と心理学











の社会学を考え， 社会的教育学に一生面を聞いたバルト （Barth,P. 1858 1922）や， へルバ
ルト学派のような思弁哲学を基礎にして教育学を建設する時代はすでに過ぎたとして，教育の
目的や方法を決定する科学は経験科学であるとし，特に生物学を重視するべ、ルゲマン（Berg-









































































































教育学綱要』 （1914年）の 2著共に述べている。前著は1907年には 2巻で刊行し， 1911年以降は
3巻で刊行され，尼大な著作である。 そのためにか，わが国では， 稲垣末松講述 『モイマン氏
実験教育学講義』（上編明治41年，下編明治42年，東京開発社） として出版されている。後者の
『実験教育学綱要」は，表題のごとく，前著を要説したものである。これら 2著のうち，教育学
の独立性に関しては， 前著では第1巻の 「序文J(Vorwort）が当てられ ，後著では「序論」
(Einleitung）を設けて 3節に区分し，前著よりもはるかに詳しく，かつ，平均亨立てて叙述して
いる。そこで本稿では，いわゆる 『綱要」と略称、される後著を原拠として述べることにしたい。









































































































モイマンは 「科学としての教育学の独立性J(Die Selbstii.ndigkeit der Padagogik als 
















































tersen, P. 1884-1952）の著 『一般教育科学」（AllgemeineErziehungswissenschaft, 1924）及























であるが，後に同講演叢書の 1巻に収められ， 1929年に著書『教育科学の源泉」（TheSources 

















デューイは，いわゆる英語の 「教育科学J，すなわち，「教育の科学」（scienceof education) 
と「教育的科学」 (educational science）と を区別しているのである。前に述べたペインは，
「教育の科学J(science of education），「教育的科学」 （educationalscience），「教育学の科学」
(science of pedagogy）などを意識的に区別して使用してはいないが，デューイは， その著名
「教育の科学の源泉J(The Sources of a Sciencoe of Education）に関する叙述を展開し，そ











cyclopedia and Unified Sci巴nce）に寄稿した論文 『社会問題としての科学の統一』（Unity











町1tific）といわれる場合の， その特徴を発見する点に置くべき ことであり，それは 「探究の体
系的方法の存在」の有無にある，といい， デユーイは次のごとく述べている。







































































教育実践こそは，その発端であると同時に終結でもある，というのである。 デ、ユー イ の見解を
原文により確かめてみよう。
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